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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 屋内で用いられる無線通信機能を持つ IoTデバイスでは、送信電力が微弱であることから、無線受
信回路の省電力化が求められている。審査対象論文では、無線受信回路に用いられるフィルタ回路の
省電力化を実現する手法として、原形複素フィルタの構成法と能動素子の削減法を検討し、以下の成
果を得ている。 
（1) 通過域で平坦な特性の複素伝達関数を解析的に設計する手法を明らかにしている。 
（2) 少数の演算増幅器で実現可能な無極原形複素フィルタ、及び有極原形複素フィルタの構成法を
提案している。 
（3) 少数の OTAで実現可能な無極原形複素フィルタ、及び有極原形複素フィルタの構成法を提案し
ている。 
（4) 既存のインピーダンス反転器の特徴について整理するとともに、その課題を解決したインピー
ダンス反転器の構成法を明らかにしている。 
成果(1)は、これまでその設計に数値計算を必要としていた複素伝達関数を、簡単な代入計算のみ
で求める手法を明らかにし、複素フィルタの設計を簡単化した点が評価できる。成果(2)及び(3)は、
複素フィルタを省電力化する具体的な手法が示されており、無極複素フィルタと有極複素フィルタの
両構成法を明らかにしている点が高く評価できる。成果(4)は、既存のインピーダンス反転器を包括
した一般性を有する回路を提案し、これまで具体的な構成法が明らかとされていなかった素子である
FLDGと FLDRを構成可能にした点が特に高く評価できる。 
今後は、複素数の変換比を持つインピーダンス反転器を積極的に応用した回路の省電力化、及び審
査対象論文で提案された回路の集積回路へ実装が期待される。 
【最終試験の結果】 
令和２年２月１３日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
